
  
1

短
期
大
学
は
、
昭
和
二
十
五
（
一
九
五
〇
）
年
に
全
国
で
公
立
十
七
、
私
立
百
三
十
二
、
計
百
四
十
九
校
が
一
斉

に
開
学
し
た
。
家
政
系
、
教
養
系
な
ど
に
関
す
る
学
科
を
主
と
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
こ
う
し
た
学
科
の
専
攻

分
野
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
女
性
指
向
の
も
の
と
あ
っ
て
、
女
子
学
生
の
比

率
が
高
く
、「
短
期
大
学
は
女
子
の
進
学
先
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
打

ち
出
さ
れ
た
。

そ
う
し
た
中
、「
安
城
学
園
女
子
短
期
大
学
」
も
産
声
を
あ
げ
た
。

学
園
で
は
前
年
の
四
月
に
保
育
園
を
、
九
月
に
は
各
種
学
校
と
し
て
「
安

城
学
園
家
政
文
化
学
院
」
を
開
設
し
、
経
営
の
立
て
直
し
を
図
っ
て
い
た
が
、

短
期
大
学
設
置
に
伴
っ
て
保
育
園
に
代
え
て
安
城
学
園
女
子
短
期
大
学
附
属

幼
稚
園
（
現
愛
知
学
泉
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
）
を
設
け
た
。
こ
こ
に
短
期

大
学
を
核
と
し
て
高
等
学
校
、
中
学
校
、
幼
稚
園
を
擁
し
た
総
合
学
園
を
い

ち
早
く
形
成
し
た
の
だ
っ
た
。

拡
充
の
昭
和
三
十
年
代
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―
も
う
再
び
教
壇
に
上
が
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

だ
い
は
、
公
職
追
放
を
受
け
て
、
ほ
ぞ
を
固
め
て
い
た
。
し
か
し
、
追
放
が
解
除
さ
れ
て
復
帰
が
可
能
に
な
っ
た
。

―
昔
の
仕
立
屋
・
裁
縫
塾
に
戻
っ
た
つ
も
り
で
や
ろ
う
。

戦
後
の
新
し
い
教
育
制
度
が
確
立
さ
れ
て
、
何
も
か
も
が
出
直
し
だ
っ
た
。
だ
い
は
、
学
園
の
現
状
を
見
る
に
つ

け
、
原
点
か
ら
再
出
発
す
る
思
い
を
強
く
抱
い
た
。

昭
和
二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
、
だ
い
は
理
事
長
を
引
き
受
け
、
会
計
も
自
ら
担
当
、
事
務
関
係
一
切
を
娘
の

二
三
子
に
受
け
持
た
せ
る
こ
と
に
し
て
学
園
経
営
に
本
腰
を
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。

＊

物
事
・
事
象
は
単
純
化
す
れ
ば
伝
え
や
す
い
。
し
か
し
、
多
面
的
な
視
点
が
欠
け
る
こ
と
で
、
本
質
を
見
失
う
場

合
も
あ
る
。
そ
の
危
険
を
あ
え
て
冒
し
て
俯ふ

瞰か
ん

す
れ
ば
、
昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
は
戦
後
十
年
の
節
目
の
年
で

あ
っ
た
。
翌
年
七
月
発
表
の
第
十
回
「
経
済
白
書
」（
経
済
企
画
庁
発
表
）
で
、
戦
後
の
復
興
経
済
に
ピ
リ
オ
ド
が

打
た
れ
た
表
現
と
し
て
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
謳う

た

わ
れ
た
こ
と
に
も
そ
れ
が
表
さ
れ
た
。

  

2

時
勢
は
そ
の
後
、「
神
武
景
気
」、「
岩
戸
景
気
」
の
好
況
を
受
け
な
が
ら
、
経
済
高
度
成
長
期
に
入
り
、
昭
和

三
十
年
代
半
ば
頃
か
ら
社
会
経
済
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
急
速
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
中
、
教
育
界
に
お
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い
て
も
、
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
と
い
う
人
口
現
象
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
。

だ
い
は
、
も
と
も
と
こ
う
し
た
教
育
情
勢
・
教
育
環
境
の
変
化
に
常
に
敏
感
な
洞
察
を
お
こ
な
っ
て
、
そ
の
時
々

に
対
応
す
る
こ
と
に
長た

け
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
年
代
に
起
こ
っ
た
激
動
に
も
次
々
と
対
応
し
布
石
し
て
い
っ
た
。

手
始
め
に
昭
和
三
十
二（
一
九
五
七
）年
四
月
、短
期
大
学
附
属
中
学
校
を
発
足
さ
せ
た
。正
し
く
は〝
再
開
〟だ
っ
た
。

女
子
中
学
校
は
昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）
年
、
新
学
制
実
施
に
伴
っ
て
開
校
し
た
が
、
中
学
校
が
義
務
教
育
で

あ
り
各
市
町
村
で
一
斉
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
授
業
料
を
払
う
私
立
の
中
学
校
は
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
、
生
徒
の

募
集
に
難
渋
し
た
。
昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
四
月
に
は
、
生
徒
定
員
百
五
十
名
に
対
し
て
在
籍
生
徒
数
は

四
十
二
名
。
特
に
一
、二
年
は
七
、八
名
と
激
減
し
た
。
こ
の
た
め
、
つ
い
に

昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
四
月
、
生
徒
募
集
を
中
止
し
、
閉
校
の
措
置

を
取
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
再
開
し
た
の
だ
っ
た
。

そ
の
対
応
は
、
や
が
て
迫
る
〝
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
〟
に
よ
る
生
徒
増
に
備
え

る
も
の
だ
っ
た
。

昭
和
三
十
年
代
、
教
育
界
は
生
徒
数
の
激
し
い
増
減
に
振
り
回
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

戦
争
終
結
の
直
後
、
極
端
に
出
生
数
が
増
え
る
人
口
現
象
〝
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
〟
が
起
き
、昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）
年
か
ら
昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）

年
の
三
年
間
の
出
生
数
は
そ
れ
ぞ
れ
二
百
五
十
万
人
を
超
え
、
合
計
す
る
と
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209

昭和 30年頃の安城学園全景（右端が幼稚園、
その左下が講堂、「安学」の人文字えがく運動
場の上が中央校舎（木造 2階建）



約
八
百
万
人
程
度
が
誕
生
し
た
。
こ
の
た
め
、
小
学
校
児
童
数
の
増
加
は
昭
和
二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
頃
か
ら
始

ま
り
、
昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）
年
頃
に
ピ
ー
ク
に
。
そ
の
波
は
、
中
学
校
に
は
昭
和
三
十
五
（
一
九
六
〇
）
年

頃
、
高
校
に
は
昭
和
三
十
八
（
一
九
六
三
）
年
頃
か
ら
波
及
し
て
き
た
。

こ
う
し
た
す
う
勢
が
予
測
さ
れ
る
中
、
学
園
で
は
、
一
時
閉
校
し
て
い
た
女
子
中
学
校
の
門
戸
を
再
び
開
い
た
の

だ
っ
た
。  

3

中
学
校
再
開
と
同
時
に
、
高
校
に
も
手
を
打
っ
た
。
こ
の
先
の
生
徒
数
の
増
大
を
予
測
し
て
、
普
通
科
、
家
庭
科

の
二
通
常
課
程
だ
っ
た
学
科
を
普
通
科
、
生
活
科
、
商
業
科
、
家
庭
科
（
別
科
）
と
し
、
西
三
河
地
方
で
唯
一
四
学

科
を
擁
す
る
総
合
高
校
に
し
た
。

ま
た
、
こ
の
頃
か
ら
高
校
へ
の
進
学
率
の
高
ま
り
が
全
国
的
に
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
や
が
て
大
学
へ
の

進
学
率
に
も
伝
播
し
た
。
安
城
学
園
に
お
い
て
も
、
高
校
か
ら
上
位
校
で
あ
る
短
期
大
学
へ
進
む
生
徒
数
が
増
え

て
き
た
。
そ
こ
で
、
中
学
校
、
高
校
、
短
期
大
学
と
い
う
女
子
一
貫
教
育
を
名
実
と
も
に
明
確
に
す
る
た
め
、
翌

三
十
三
（
一
九
五
八
）
年
に
は
高
校
の
校
名
を
「
安
城
学
園
女
子
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校
」
と
変
更
し
た
。

ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
を
背
景
に
、
各
学
校
の
施
設
建
築
も
ラ
ッ
シ
ュ
と
な
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か

け
て
、
教
育
関
係
の
新
聞
記
事
は
学
校
建
築
に
関
す
る
も
の
が
多
数
に
上
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
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け
一
九
五
〇
年
代
は
、
校
舎
・
体
育
飴
・
講
堂
・
プ
ー
ル
な
ど
の
新
増
築
が
各
校
で
め
ざ
ま
し
か
っ
た
。

そ
の
中
、
安
城
学
園
で
も
、

・
本
館
（
昭
和
三
十
一
年
十
一
月
）

・
短
期
大
学
生
活
科
ビ
ル
（
昭
和
三
十
二
年
五
月
）

・
新
館
（
昭
和
三
十
三
年
六
月
）

・
体
育
館
（
昭
和
三
十
六
年
四
月
）

と
、
次
々
と
施
設
が
建
て
ら
れ
て
い
っ
た
。
だ
が
、
安
城
学
園
の
そ
れ
ら
は
何
れ
も
、
期
せ
ず
し
て
そ
の
時
そ
の

時
に
熱
く
注
目
さ
れ
、
話
題
を
呼
ぶ
も
の
だ
っ
た
。

本
館
は
鉄
筋
三
階
建
で
あ
っ
た
。
学
園
最
初
の
鉄
筋
建
物
で
あ
っ
た
だ
け

で
な
く
、「
安
城
市
初
の
鉄
筋
ビ
ル
」
の
レ
ッ
テ
ル
が
張
ら
れ
る
も
の
だ
っ

た
。
屋
上
は
体
育
の
授
業
に
も
使
用
さ
れ
た
が
、
屋
上
か
ら
周
り
を
眺
め
た

景
色
は
起
伏
に
乏
し
い
広
野
が
一
面
に
。
こ
の
よ
う
な
建
物
は
他
に
見
ら
れ

ず
、
当
時
の
安
城
に
お
い
て
唯
一
の
近
代
的
な
建
物
で
あ
る
こ
と
が
実
感
さ

れ
た
。

安
城
学
園
は
戦
前
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
に
お
い
て
も
、
安
城
初
、

い
や
全
国
初
と
い
っ
た
出
来
事
を
い
く
つ
も
重
ね
て
い
く
。

「
学
校
は
文
化
の
中
心
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
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か
つ
て
昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）
年
、
講
堂
建
設
の
と
き
も
、
当
時
の
清
毅
理
事
長
の
こ
う
し
た
信
念
で
、
終

戦
直
後
の
物
資
欠
乏
の
中
、
本
格
的
な
建
築
に
か
か
り
、
人
々
の
耳
目
を
集
め
た
。
そ
し
て
ま
た
昭
和
二
十
四

（
一
九
四
九
）
年
に
は
幼
稚
園
を
再
開
す
る
な
ど
、
安
城
の
戦
後
教
育
に
先せ

ん

鞭べ
ん

を
切
っ
た
の
だ
っ
た
。

  
4

短
期
大
学
生
活
科
ビ
ル
は
、
鉄
筋
二
階
建
。
そ
れ
ま
で
短
大
、
高
校
で
使
っ
て
い
た
調
理
実
習
室
を
共
用
す
る
こ

と
は
困
難
な
状
況
に
な
り
、
短
期
大
学
専
用
の
調
理
実
習
室
を
新
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

だ
い
は
こ
の
新
調
理
実
習
室
を
理
想
的
な
も
の
に
し
て
、
短
期
大
学
の
特
色
の
一
つ
に
す
る
こ
と
を
考
え
、
斬
新

な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
盛
り
込
ん
だ
。
教
室
と
実
習
室
を
無
隔
壁
で
並
行
す
る
よ
う
に
レ
イ
ア
ウ
ト
し
、
階
段
教
室
で
講

義
を
受
け
て
た
だ
ち
に
実
習
に
移
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
こ
の
高
度
の
教
育
機
能
を
備
え
た
施
設
は
、
当

時
他
の
高
校
、
短
期
大
学
で
実
習
室
が
新
・
改
築
さ
れ
る
場
合
、
原
型
と
し
て
倣な

ら

わ
れ
て
い
く
も
の
と
な
っ
た
。

次
い
で
鉄
筋
二
階
（
一
部
三
階
）
の
新
館
は
、
本
館
と
短
期
大
学
生
活
科
ビ
ル
の
間
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ま
で
教
育
内
容
の
異
な
る
短
期
大
学
と
高
校
の
教
室
の
分
離
が
強
く
望
ま
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
同

一
建
物
に
混
在
し
て
い
た
短
期
大
学
・
高
校
の
教
室
が
分
離
さ
れ
、
両
校
の
独
自
性
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、昭
和
三
十
六（
一
九
六
一
）年
の
体
育
館
。
発
端
は
伊
勢
湾
台
風
に
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
四（
一
九
五
九
）

年
九
月
二
十
六
日
、
東
海
地
方
を
襲
っ
た
伊
勢
湾
台
風
は
三
河
地
方
に
も
大
き
な
被
害
を
与
え
た
。
学
園
も
、
木
造
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部
分
の
校
舎
は
甚
だ
し
い
損
傷
を
受
け
、
特
に
講
堂
は
半
壊
し
使
用
不
能
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
、
そ
れ
ま
で
講
堂
で
催
さ
れ
て
い
た
学
園
の
数
多
く
の

行
事
が
戸
外
ま
た
は
学
外
の
会
場
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
安
城

公
園
（
現
市
役
所
所
在
地
）、
本
館
南
の
空
地
（
現
小
堤
公
園
）
を
借
用
し
て
体

育
の
授
業
な
ど
が
行
わ
れ
た
が
、
日
増
し
に
強
ま
る
〝
講
堂
再
建
〟
の
声
に
、
屋

内
運
動
場
と
集
会
・
行
事
の
会
場
に
供
す
る
体
育
館
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
場
所
は
本
館
の
南
、
小
公
園
に
隣
接
す
る
用
地
が
手
当
て
さ
れ
た
。

講
堂
の
再
建
計
画
は
別
に
あ
っ
た
た
め
、
新
設
施
設
は
、
当
時
流
行
の
講
堂
兼

用
の
体
育
館
で
は
な
く
、
体
育
専
用
タ
イ
プ
の
も
の
が
考
え
ら
れ
た
。

「
こ
れ
か
ら
他
で
建
て
ら
れ
る
体
育
館
は
時
代
の
要
請
に
よ
っ
て
よ
り
立
派
の
も

の
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
か
ら
、
将
来
に
お
い
て
も
見
劣
り
し
な
い
よ
う
な
も

の
を
建
て
よ
う
」

「
設
備
は
最
新
で
、
理
想
的
の
も
の
に
…
」

安
城
学
園
の
先
進
的
な
発
想
が
こ
の
新
体
育
館
に
も
凝
縮
さ
れ
た
。
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5

約
八
ヵ
月
の
建
設
工
事
が
終
了
し
、
昭
和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
四
月
二
十
一
日
、
竣
工
式
典
が
行
わ
れ
た
。

竣
工
の
記
念
行
事
は
盛
大
だ
っ
た
。

ロ
ー
マ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
体
操
の
小
野
喬た

か
し

選
手
ら
の
公

開
演
技
、
日
本
体
育
大
学
と
学
園
と
の
交
換
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
試
合
。
翌
日
に
は
、

生
徒
会
記
念
行
事
と
し
て
校
内
球
技
大
会
が
催
さ
れ
た
。

総
工
費
一
億
一
千
万
円
を
か
け
、
三
千
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
延
面
積
を
も
つ
体

育
館
は
〝
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
体
育
館
〟
の
一
言
で
言
い
尽
く
さ
れ
た
。

一
階
に
は
小
体
育
館
、
ク
ラ
ブ
室
、
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
、
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
、
保

健
室
な
ど
の
諸
施
設
。
二
階
に
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
三
面
分
の
ス
ペ
ー
ス

の
メ
イ
ン
フ
ロ
ア
。
そ
し
て
三
階
に
は
フ
ロ
ア
を
囲
む
よ
う
に
観
覧
席
も
設
け
ら
れ

た
。こ

れ
が
当
時
と
し
て
は
東
海
地
方
の
体
育
施
設
と
し
て
、
一
、二
位
を
競
う
存
在

と
な
っ
た
。

＊
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そ
う
し
た
中
、
優
れ
た
施
設
に
恵
ま
れ
た
ク
ラ
ブ
活
動
も
活
発
化
し
て
い
っ
た
。

「
安
城
学
園
生
と
し
て
誇
り
を
…
」

教
育
内
容
の
充
実
に
努
め
る
な
か
、
も
っ
と
も
留
意
さ
れ
た
こ
と
は
こ
の
意
識
で
あ
り
、
そ
の
高
ま
り
が
課
外
活

動
と
し
て
現
れ
て
い
っ
た
。

昭
和
三
十
二
（
一
九
五
七
）
年
に
は
ク
ラ
ブ
数
は
二
十
を
超
え
た
。
そ
の
盛
ん
な
ク
ラ
ブ
活
動
の
中
か
ら
、
真
っ

先
に
〝
安
城
学
園
〟
の
名
を
大
き
く
高
め
る
ク
ラ
ブ
が
現
れ
た
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
ブ
で
あ
る
。

昭
和
二
十
五
（
一
九
五
〇
）
年
に
創
部
さ
れ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
ブ
は
顧
問
教
師
（
鈴
木
三
重
次
・
小
川
毅
）

の
熱
心
な
指
導
で
、
昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
に
は
国
民
体
育
大
会
、
全
日
本
高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

へ
の
出
場
権
を
得
、
そ
の
後
九
回
（
昭
和
三
十
四
年
は
伊
勢
湾
台
風
に
よ
り
出
場
不
能
）
連
続
出
場
し
た
。
そ
の
間
、

昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）
年
に
国
民
体
育
大
会
優
勝
の
栄
冠
を
得
た
の
を
は
じ
め
準
優
勝
二
回
、
そ
し
て
常
時
ベ

ス
ト
８
に
残
る
と
い
っ
た
優
秀
な
成
績
を
挙
げ
て
、
中
部
日
本
に
お
け
る
強
力
チ
ー
ム
と
し
て
全
国
的
に
名
を
馳
せ

る
の
だ
っ
た
。

 
 

6

ク
ラ
ブ
活
動
で
は
、
短
期
大
学
も
奮
起
す
る
。

昭
和
三
十
二
（
一
九
五
七
）
年
に
創
部
し
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
昭
和
三
十
五
（
一
九
六
〇
）
年
、
四
年
目
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に
し
て
早
く
も
全
日
本
学
生
選
手
権
で
初
優
勝
す
る
。
さ
ら
に
同
部
は
、
以
後
六

年
間
に
わ
た
っ
て
連
続
優
勝
、〝
公
式
戦
二
百
七
連
勝
〟
と
い
う
輝
か
し
い
記
緑

を
樹
立
す
る
の
で
あ
る
。

＊

こ
う
し
て
学
校
ス
ポ
ー
ツ
に
あ
っ
て
、〝
安
城
学
園
〟
の
名
を
全
国
に
広
く
高

め
て
い
く
中
、
学
園
に
と
っ
て
、
昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）
年
は
、
創
立
五
十

周
年
を
迎
え
る
と
と
も
に
画
期
的
な
布
石
を
す
る
大
き
な
エ
ポ
ッ
ク
の
年
と
な
っ

た
。短

期
大
学
に
お
い
て
、
家
政
科
を
開
設
し
た
。
既
設
の
生
活
科
・
被
服
科
に
加

え
て
三
学
科
と
し
た
。

同
時
に
、
岡
崎
に
お
い
て
男
子
校
を
開
校
し
た
の
だ
っ
た
。「
安
城
学
園
女
子

短
期
大
学
附
属
高
等
学
校
岡
崎
城
西
分
校
」
―
そ
の
校
名
は
こ
の
よ
う
に
長
い
も

の
だ
っ
た
。

「
明
治
四
十
五
（
一
九
一
二
）
年
、『
安
城
裁
縫
女
学
校
』
を
開
設
し
て
五
十
年
に
な
る
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
岡

崎
に
分
校
を
…
」
と
い
う
の
が
学
園
で
の
位
置
付
け
だ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
女
子
教
育
に
徹
し
て
三
河
地
方
随

一
の
女
子
総
合
学
園
と
し
て
世
に
広
く
認
め
ら
れ
て
き
た
安
城
学
園
が
な
ぜ
男
子
を
対
象
に
学
校
を
開
設
し
た
の
だ

ろ
う
か
。
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そ
れ
に
は
、
端
的
に
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
影
響
が
あ
っ
た
。

当
時
、
西
三
河
地
域
に
は
、
男
子
の
た
め
の
高
校
は
公
立
の
高
校
以
外
に
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
地
域
の
高
校

進
学
生
の
多
く
は
や
む
な
く
名
古
屋
、
豊
橋
な
ど
の
高
校
へ
通
学
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
現
実
が
、

「
こ
の
地
域
に
男
子
高
校
の
新
設
を
…
」

と
い
う
要
望
の
声
を
強
く
さ
せ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
男
子
の
中
学
卒
業
生
の
進
学
率
が
増
加
を
た
ど
る
傾
向
に
加

え
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
波
が
昭
和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
頃
か
ら
高
校
に
押
し
寄
せ
始
め
る
と
、
そ
の
声
は
い
よ

い
よ
高
ま
っ
た
。

あ
げ
く
は
、
西
三
河
地
域
の
教
育
界
か
ら
安
城
学
園
に
男
子
高
校
新
設
の
白
羽
の
矢
が
立
て
ら
れ
た
。

地
元
か
ら
伝
統
と
実
績
に
深
い
理
解
と
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
の
要
望
は
あ
り
が
た
か
っ
た
が
、
学
園
で
は
正
直
当

惑
し
た
。  

7

永
年
の
女
子
教
育
か
ら
得
た
経
験
が
男
子
を
対
象
に
し
て
果
た
し
て
ど
の
程
度
通
用
す
る
の
か
―
。

男
子
教
育
は
未
知
の
領
域
だ
っ
た
。

そ
れ
よ
り
も
、女
子
一
貫
教
育
の
完
成
の
た
め
に
は
、ま
だ
色
々
な
事
業
を
推
し
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
時
期
に
あ
っ

た
。
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だ
い
は
、
逡
巡
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

だ
が
、
結
局
、
思
い
至
る
の
は
「
地
域
の
た
め
に
」
だ
っ
た
。
地
元

教
育
界
の
強
い
要
望
に
応
え
る
こ
と
が
、
学
園
が
西
三
河
地
域
で
受
け

入
れ
ら
れ
る
道
で
あ
り
、
社
会
へ
の
奉
仕
に
つ
な
が
る
も
の
で
も
あ
る

と
判
断
し
た
。
そ
れ
は
昭
和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
夏
の
こ
と
。
直

ち
に
翌
年
度
の
開
校
を
目
指
し
て
、
男
子
高
校
創
設
の
準
備
に
と
り
か

か
っ
た
。

設
立
場
所
は
、
岡
崎
市
の
市
長
は
じ
め
当
局
、
関
係
者
な
ど
の
協
力

も
あ
っ
て
、
西
三
河
地
方
の
中
心
地
で
あ
る
岡
崎
市
が
選
ば
れ
た
。

だ
が
、
学
園
で
は
本
館
の
増
築
工
事
を
始
め
た
ば
か
り
で
、
資
金
面

で
余
裕
が
な
く
、
校
舎
建
設
工
事
に
す
ぐ
と
り
か
か
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
と
り
あ
え
ず
安
城
学
園
女

子
短
期
大
学
附
属
高
校
の
岡
崎
城
西
分
校
と
し
て
発
足
す
る
こ
と
に
し
、
校
舎
は
岡
崎
市
明
大
寺
町
茶
園
に
あ
っ
た

元
愛
知
県
繭
検
定
所
を
、
新
校
舎
完
成
ま
で
の
あ
い
だ
、
仮
校
舎
と
し
て
借
り
る
こ
と
に
し
た
。

こ
う
し
て
昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）
年
四
月
十
一
日
、
二
百
二
名
の
新
入
生
を
迎
え
て
第
一
回
の
入
学
式
を
挙

行
し
、
西
三
河
唯
一
の
普
通
科
私
立
男
子
高
校
と
し
て
発
足
し
た
。

懸
案
の
新
校
舎
は
、
翌
昭
和
三
十
八
（
一
九
六
三
）
年
四
月
に
、
岡
崎
城
の
西
北
、
矢
作
川
沿
い
の
中
園
町
と
舳

越
町
に
ま
た
が
る
用
地
に
総
工
費
九
千
万
円
余
を
か
け
、
延
面
積
二
千
九
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
鉄
筋
四
階
建
の
建
物
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が
建
て
ら
れ
た
。

そ
の
土
地
面
積
は
お
よ
そ
六
万
七
千
平
方
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
広
大
な
も
の
だ
っ
た
。
県
立
の
高
校
な
ど
は
大
体

一
万
坪
（
約
三
万
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
）
前
後
の
敷
地
だ
っ
た
が
、
そ
の
二
倍
に
も
当
た
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
ほ

ど
の
土
地
を
入
手
し
た
の
も
、
将
来
に
備
え
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
安
城
の
小
堤
校
地
は
す
で
に
手
狭
さ
が
感
じ
ら
れ
、

周
辺
へ
の
拡
張
も
困
難
に
な
っ
て
い
る
経
験
知
か
ら
、
岡
崎
の
新
天
地
で
は
明
日
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

  

8

岡
崎
城
西
分
校
は
昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）
年
に
は
校
舎
を
増
築
す
る
と
と
も
に
、
校
名
も
「
岡
崎
城
西
高
等

学
校
」（
現
校
名
）
と
し
て
独
立
し
、
昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
に
は
体
育
館
竣
工
…
と
、
年
ご
と
に
着
実
に
充

実
し
て
い
っ
た
。

教
育
実
態
も
、
教
職
員
や
生
徒
の
努
力
に
よ
っ
て
格
段
の
〝
前
進
〟
を
見
せ
る
。

十
分
な
校
舎
も
運
動
場
も
な
い
中
で
発
足
し
た
が
、
五
月
末
に
は
八
つ
の
運
動
ク
ラ
ブ
が
活
動
を
始
め
、
秋
に
は

文
化
ク
ラ
ブ
も
で
き
て
、
ク
ラ
ブ
数
は
二
十
に
も
…
。
生
徒
会
も
一
学
期
末
に
は
発
足
。
強
歩
大
会
、
校
内
マ
ラ
ソ

ン
大
会
な
ど
岡
崎
城
西
高
等
学
校
伝
統
の
行
事
も
始
ま
る
。

進
学
校
を
目
指
し
、
五
月
か
ら
は
英
・
数
の
補
習
授
業
を
始
め
、
二
学
期
か
ら
は
学
力
別
の
ク
ラ
ス
編
成
も
行
わ

れ
た
。
学
力
を
高
め
将
来
の
進
路
を
切
り
拓
く
た
め
の
努
力
が
生
徒
、
教
師
一
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
。
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岡
崎
城
西
高
等
学
校
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
出
来
上
が
る
。

分
校
か
ら
独
立
校
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
時
、
学
校
長
と
し
て
就

任
し
た
岩
城
留
吉
が
、
高
校
教
育
に
お
け
る
豊
か
な
経
験
か
ら
、
だ
い
の
「
建

学
の
心
」
を
受
け
継
い
で
『
質
実
剛
健
』
を
打
ち
出
し
、
以
来
、
こ
の
言
葉
が

〝
城
西
教
育
〟
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
く
。

＊

学
園
に
と
っ
て
、
昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）
年
と
い
う
年
は
短
期
大
学
の

家
政
科
新
設
、
男
子
校
設
立
、
そ
し
て
高
校
本
館
の
増
築
工
事
と
い
う
布
石
を

し
た
だ
け
で
な
く
、
創
立
五
十
周
年
と
い
う
節
目
の
年
で
も
あ
っ
た
。

十
月
二
十
七
日
、
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
だ
い
の
寿
像

が
除
幕
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
半
生
を
回
顧
し
た
自
伝
『
お
も
い
で
ぐ
さ
』
が
刊
行
さ
れ
た
。

同
時
に
だ
い
は
安
城
市
名
誉
市
民
に
推す

い

戴た
い

さ
れ
た
。
四
年
前
（
昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）
年
）
に
は
藍
綬
褒
章

の
叙
勲
、
そ
れ
に
続
く
栄
誉
だ
っ
た
。
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
営
々
と
教
育
の
道
を
歩
ん
で
き
た
だ
い
に
と
っ
て
こ
の

上
な
く
輝
か
し
く
、
労
が
報む

く

わ
れ
る
ひ
と
と
き
だ
っ
た
。

し
か
し
、
だ
い
に
「
功
成
り
て
」
と
い
っ
た
満
足
感
は
な
か
っ
た
。
な
お
、
明
日
に
向
か
っ
て
絶
え
間
な
い
学
園

構
想
を
練
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

220

学園創立 50周年記念式典



  

9

「
四
年
制
の
専
科
大
学
は
何
を
措お

い
て
も
近
々
に
開
設
の
予
定
を
立
て
て
い
ま
す
…
」

だ
い
は
、『
お
も
い
で
ぐ
さ
』
の
中
で
こ
う
明
記
し
た
。

「
現
在
の
短
大
が
、
以
前
の
女
専
の
後
身
で
あ
る
こ
と
は
前
に
記
し
た
通
り
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
旧
女
専
の

卒
業
生
は
、
中
等
教
員
の
免
許
状
を
与
え
ら
れ
て
、
旧
制
の
中
等
学
校
に
奉
職
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
新

制
高
等
学
校
教
員
免
許
状
に
切
換
え
ら
れ
て
、
高
等
学
校
の
先
生
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
現
在
、
県
内
の
高
校
は

申
す
に
及
ば
ず
、
近
県
を
始
め
、
全
国
各
地
の
高
校
で
多
く
の
先
輩
諸
姉
が
活
躍
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
今
の
短
大
で
は
、
高
校
職
員
の
免
許
状
が
も
ら
え
な
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
で
は
、
高
校
へ
の
進
出
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
そ
う
し
た
先
輩
は
も
ち
ろ
ん
、
本
校
の
伝
統
あ
る
特
色
に
理
解
を
寄
せ
ら
れ
る
教
育
関
係
の
各
位
や
、

在
職
の
先
輩
を
信
任
し
て
お
ら
れ
る
高
校
長
達
か
ら
、
い
つ
も
『
高
校
に
安
城
の
出
身
者
が
絶
え
て
し
ま
う
で
は
な

い
か
。
何
と
か
早
く
、
大
学
の
家
政
学
部
を
作
ら
な
く
て
は
』
と
勧
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
私
と
し
て
も
、
も
ち
ろ

ん
こ
れ
を
焦
っ
て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
」

だ
い
は
、『
お
も
い
で
ぐ
さ
』
で
現
在
の
心
境
を
こ
の
よ
う
に
吐
露
し
、
家
政
学
部
を
擁
し
た
大
学
設
置
の
必
要

性
を
訴
え
た
。
し
か
も
、
だ
い
の
夢
は
大
き
か
っ
た
。

Ⅲ　拡張の道は広く
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「
私
の
夢
は
こ
の
家
政
学
部
だ
け
に
止
ま
る
こ
と
な
く

展
開
し
て
ゆ
き
ま
す
。
今
や
、
プ
ロ
ペ
ラ
機
の
時
代
は

過
ぎ
て
、
ジ
ェ
ッ
ト
機
に
移
っ
て
き
ま
し
た
。
も
う
数

年
も
す
る
と
更
に
ロ
ケ
ッ
ト
機
時
代
を
迎
え
る
よ
う
に

な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
ア
メ
リ
カ
大

陸
へ
も
、
二
時
間
内
外
で
飛
べ
る
の
だ
そ
う
で
す
。
世

界
は
ま
す
ま
す
狭
く
な
り
、
諸
外
国
も
隣
付
き
合
い
を
始
め
て
、
往
来
も
自
由
に
気
軽
に
で
き
る
よ
う
な
時
代
が
、

も
う
目
の
前
に
迫
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
う
な
っ
た
時
、
最
大
の
障
害
は
言
語
で
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
は
世
界
に
通
用
す
る
言
葉
を
自
由
に
駆
使
す
る
必

要
に
迫
ら
れ
ま
す
。
ご
婦
人
で
も
、
英
語
ぐ
ら
い
は
身
に
つ
け
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

か
く
て
、
大
学
に
『
英
語
英
文
学
科
』
を
始
め
、
各
種
の
専
攻
学
科
を
含
む
『
文
学
部
』
が
欲
し
い
。
そ
し
て
、

何
何
学
部
、
へ
と
夢
は
際
限
も
な
く
続
く
の
で
す
。」

―
総
合
学
園
の
象
徴
と
し
て
四
年
制
大
学
を
早
い
機
会
に
設
立
し
た
い
。

だ
い
は
、
日
頃
こ
の
事
を
教
職
員
だ
け
で
な
く
学
生
に
も
熱
く
語
っ
た
が
、
そ
の
夢
は
複
数
学
部
を
持
つ
総
合
大

学
、
そ
し
て
〝
安
城
か
ら
の
飛
翔
〟
と
大
き
く
羽
を
拡
げ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
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して建てられた寺部だい
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